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次に、 i最設終章の f3却0 1恥ji件.--史1在的観t邸問硯j日見Hは土可能か?必



































































































































































































































































































































しかし、 EJiti客i(&.争では、 1mir&.15 [1 H に ~Jê~~IJ の
おどしのもとに rE:l斡議定書Jをおしつけたn
本は、朝鮮半島(今Hは、「純平山jと呼ばれ
る0) の主人公になったように各地に勝手に砲
台を築き、鉄道や電信機関を占領し、軍用人夫
となることを拒否した農民は「ロシアのスパイJ
として、射殺-絞殺されていたという話をli1い
て、多少心の傷が感じられた。 ブj、最後にj可
墓i認で感じたのは、あの墓園全体が与えるよそ
よそしさだ、った。ここで、もう一つの疑問が起
こった。どうして、向墓閣の真ん中の建物の呼
び方が{天皇i陛下街JTJ協の陶椋」であるかと、
その!ごに一体どこの I~I の遺骨が安葬されている
かということである。
東京都慰霊堂の本堂の内部に筆者の目がヲ!か
れるものがかなりおおかった。それは、ほかな
らぬ左右の壁の最高の所に関東大震災と東京空
襲の絵や写真がほこりの覆われたまま展示され
ていた。前述したように、かなり広い而積にそ
んなに立派な本堂を造り、震災による死者や戦
没者の護魂を追悼・慰霊するという施設で展示
されるそれらをよりきれいに管理すればよほど
良いことであるとおもった。もう一つ要望する
んだったら、本堂の外に建てられた「朝鮮人虐
殺追悼碑jの規模が予想したものより小さいと
いう判断され、二つ自の願いなら、日先心jと
いう文字が刻まれた石碑の向こうの地下納骨堂
が3月と9月の一日ずつだけ遺族と一般人が入る
ことができるといっ関連者からの伝言を開いて
から、この施設の運営方式にも惜しいところが
あった。
以上の内容をまとめてみると次のようであ
るO
このような追悼施設をフィールド・ワークす
ることによって、特:に戦争とか災害の原因によ
る死者たちの足跡、でも「記憶 (memory)Jする
必要性を感じられた O いわゆる「追悼・慰霊j
とは、他の言い屈しで表現すれば故人を「記憶J
にとどめることになり、これこそ、肉体的な腐
敗のあと、記憶を再構成することであり、その
結果成員の死によってもたらされた日本社会の
不安を和らげることができると忠われるからで
あった。たとえば、どこの国の入も個人が特に
政治的な雰i詔気とか戦争ーなどによって急に生命
を失ったことを忠い出されば、筆者が巡った靖
国神社・千鳥ヶ淵・東京都慰霊堂に彫刻された
ことや書かれたことや展示されたことや話され
たこと、あるいは写真に写ったものなととのイメ
ージはより全体的なイメージを喚起することに
なると思ったあまり、しばらくの瞬間でも記積
ができ、たとえまったく出会ったこともない故
人のために追悼しなければならないと思われ
た。特に、筆者が韓i国翠人として束京都慰霊堂の
「申朝)万}鮮人}虐程殺追
!感惑i激数してすくぐぐ、納、釘容額iつづごいて!胸掬j深菜く迫悼の意を8現1われ
たことは、これからも永遠に忘れることのでき
ない点であるといえよう O 後面で、撮られたこの
瞬間の写真が本書の283頁にのせているのをみ
たら、一方では、照れくさい感じがしつづい
た。
)1田氏は、さらにこう続けている。
三O回の連載で、書こうと思っていて書け
なかったことも多い。日本統治下の朝鮮で
徴兵され中国で戦死し、遺族も知らない慌
に靖国神社に記られた人の娘と、ネ!jl戸震災
で出会った彼女と一緒に、彼女の父親の中
国での戦死地を探す日本人の男性の、心の
かよい合いの深化をきめこまかに描いた、
日韓共同ドキュメンタリー映画『あんによ
ん・サヨナラj(キム・テイル監督、 fあん
によん・サヨナラj制作委員会編、二00
五年)から私が受けた感動に書けなかった
ことは、とくに心残りだ。私の本では、戦
争が生む悲惨への慣りを明らかにする必要
を述べたが、この映画は、当事者双方の誠
意ある努力が、慎りを赦しに変えることも
可能だと、声高にではなく、だが日韓双方
からの証言を通して、強い説得力を持って
諮りかけている、未来志向の作品だ
[p.360J。
この引用文に関する感相談も触れたい気持ち
はいっぱいあるが、ざんねんながら、筆者は、
まだこの fあんによん・サヨナラjという映画
を観たことがないので、これ以上の感想、を記
せないところは非常に惜しい。しかし、)11田氏
に「未来志向」と思わせたことがありそうであ
る。だから、これからこの fあんによん・サヨ
ナラjという映画を観るチャンスがあれば、ぜ
ひ見させていただきたい。一組でも観ることが
できると、筆者自身の思いを紹介したいところ
は山のようにあるようである O
(A5版 361頁 2010年12月15日刊青土社本
体24∞fJi)
